
第45回大会〕 食　　物

2 Lp- 5　　　　無機アンモニウム塩と有機窒素源としてのペプトンの濃度比とヒラタケ菌

　　　　　　糸体の発育について

　　　　　　大阪樟蔭女大　学芸　　吉川光一　〇mm子　　坂本利恵

目的：食用キノコ類の菌糸体の培養に無機窒素源としてアンモニウム塩が良好なことが知

　　　られている。これに有機窒素源としてよく利用されるペプトンを比率を変えて添加

　　　した時のヒラタケ菌の菌糸体の液体振壹培養における発育に及ぽす影響について検

　　　討を行った

方法＝使用したヒラタケ菌は発酵研究所より購入したPleurotus ostreatus 30776株であ、

　　　る。培地は先に報告したハタケシメジの菌糸体培養に用いた培地を基本培地とし、

　　　こねこブドウ糖を2%含む組成でペプトンをO～1.0%と濃度を変えた液体培地を

　　　調整した。培養はm㎡の培地を入れた500㎡の平底振墜フラスコで25t　、20日

　　　間往復振墜培養を行った。培養中２日毎に培養液のPH、還元糖及び菌体量と菌体

　　　窒素含量の測定を行った。

結果:pHはペプトンを添加したものは培養後8日以後低下するのが見られたが他は大き

　　　な差はなかった。還元糖量は６日目ｇ後から減少し始めペプトン量が多くなる程減

　　　少する割合が他に比べて低かった。菌糸体の　は有機窒素に対

　　　する無機窒素の比率が0.22～0.50の範囲で高く、この範囲外では低かった。菌体

　　　内窒素量は対数期の菌体量の最高値で比較するとペプトン量が増えるに従って多か

　　　った。

2Lp-6 市販乳製品とその加熱によるアミノーカルボニル反応生成物の変化

－乳糧トタンパク質に対するモノクローン抗体を用いてー

東海学園短大　　加藤保子

目的：乳製品は栄養的に優れていることから、乳幼児の離乳食として多く用いられ、その

ために三大アレルゲンの一つに挙げられている。更に乳糖とタンパク質のアミノ-カル

ボニル反応生成物によるアトピー性皮膚炎は強力であると報告もされている。そこで、乳

糖－リジンのＡ－Ｃ反応生成物に特異的なモノクローン抗体（LI.2）を得たので、それを

用いて、各種乳児用調製粉乳からＡ－Ｃ反応タンパク質を検出し、報告してきた1)。今回

は、各種乳製品と市販乳の殺菌温度および加熱によるA-C反応生成物の変化と検出をモ

ノクローン抗体を用いて試みた。

方法:各種乳製品中の乳糧トタンパク質Ａ－Ｃ反応生成物の生成量をELISA法で比較した。

また、各標品中のタンパク質をSDS-PAGEで分離し、protein-blottingによりニトロセルロ

ースシートに転写し、LI. 2およびperoxidase標識抗マウスlgGを用いた免疫染色により、乳

糖と反応した乳タンパク質を各標品から分離・検出した。

結果：市販乳19種類とスキムミルク６種類、乳酸飲料等の乳製品11種類から、Ａ－Ｃ反

応生成物の検出を試みた。スキムミルク、乳飲料標品の全てからＡ－Ｃ反応生成物を検出

した。中でも鉄分強化スキムミルク、無糖練乳等のELISA値は顕著に高かった。市販乳のう

ち超高温殺菌乳および鉄分添加乳飲料のELISA値も高かった。更に、市販乳をloo℃､10、

30、60分および120°C､15分加熱してA-C反応成生物を比較すると、100°C.60分加熱した場合

にELISA値は著しく増加した。乳製品中で生成されたＡ－Ｃ反応物は、加熱調理で更に増加

することが示唆された。　1)第45回日本栄養・食糧学会総会講演要旨集p 35（1991）.
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